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奈良県立医科大学公衆衛生学
今村知明

食品の機能と安全性

消費者委員会

消費者行政での問題点 ～食品問題を中心に～

（資料1-1）



今村の経歴
 関西医大・東大病院 麻酔科・救命センター >> 臨床診療

 厚生行政

・ 厚生省 統計情報部 >> 衛生統計

・ 文部省 学校健康教育課 >> 学校保健

・ 厚生省 エイズ結核感染症課 >> 感染症

・ 佐世保市 保健福祉部 >> 保健所長＋福祉事務所長

・ 厚生労働省 食品保健部 >> 食品保健

 東京大学 医学部附属病院 企画経営部 >> 病院経営

 今は、
奈良県立医科大学 公衆衛生学講座 >> 公衆衛生・医療政策
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そもそも食品は
危険でリスクのあるものだ

とうもろこしは何故食べて安全といえるか？

たまねぎなんか5個生で食べたら死ぬかも

ジャガイモの青芽なんか、毒そのもの

内分泌かく乱物質としては、大豆の方がよっ
ぽど強い

コーヒーの毒性なんて結構ひどい

食べたら誰でも健康になる食品なんて無い
（健康食品）
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JAS法
（品質）

食品衛生法
（食品安全の確保）

JAS 規 格
を満たす
食品

栄養機能食
品、特定保
健用食品

栄養表示（すべての加工食品）

原材料名 名称、保存方法 アレルゲン
内容量 賞味期限・消費期限 添加物 など
原産地 など 遺伝子組換え

製造者名 など

特別用途食品
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消費者の選択の基準
基本項目: 原材料名、賞味期限、保存方法など
栄養成分、添加物、遺伝子組み換え、アレルギー物質含有の有無など
食品表示法(2015年4月)、食品衛生法、JAS法、健康増進法、

食品の表示

健康増進法

食品表示法

〈主な変更点〉
• 加工食品と生鮮食品の区分の統一

• 製造所固有記号の使用に係るルール
の改善

• アレルギー表示に係るルールの改善
• 栄養成分表示の義務化
• 栄養強調表示に係るルールの改善
• 原材料名表示等に係るルールの変更

• 販売の用に供する添加物の表示に係
るルールの改善

• 通知等に規定されていた表示ルール
の一部を基準に規程

• 表示レイアウトの改善
• 新たな機能性表示制度の創設

2015年4月以降

従来

食品表示に関する法律とその規程内容

※原料原産地名や遺伝子組換えの表示
についても検討が進んでいる

出典： 医療情報科学研究所 編：公衆衛生がみえる 2022-2023．第5版，メディックメディア，2022, p. 316



出典： 医療情報科学研究所 編：公衆衛生がみえる 2022-2023．第5版，メディックメディア，2022, p. 316 5



https://www.caa.go.jp/policies/policy/food_labeling/about_foods_with_function_claims/pdf/150810_1.pdf
出典：消費者庁パンフレット「機能性表示食品」ってなに？
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https://www.caa.go.jp/policies/policy/food_labeling/about_foods_with_function_claims/pdf/150810_1.pdf
出典：消費者庁パンフレット「機能性表示食品」ってなに？
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薬 医薬品・健康食品・食品の分類 一般食品

医薬品
(医薬部外
品を含む)

病者用
(個別評価型)
病者用
(許可基準型)
えん下困難者
用
妊産婦用
乳児用

保健機能食品

その他の
食品
(いわゆる
健康食品
を含む)

特定保健用食品(消費者庁長官の許可)
栄養機能食
品
(規格基準
型)
許可申請は
不要

機能性表
示食品
(届出制)

個別許可型
(疾病リスク
低減表示、
規格基準型
を含む)

条件付き
特定保健
用食品

特別用途食品

健康関連食品の種類と機能

厚生労
働大臣
の承認

届出
なし

消費者
庁長官
に届出

届出
なし

消費者庁長官の認可

【健康増進法】

医薬品医療
機器等法

【食品衛生法・食品表示法】

特定用途食品

保健機能食品

出典： 医療情報科学研究所 編：公衆衛生がみえる 2022-2023．第5版，メディックメディア，2022, p. 318 8

消費者委員会での承認の上



（1）いわゆる「健康食品」による「健康被害」

（2）機能性表示食品が新設されたことの功罪

最近の消費者問題・消費者行政における主な関心事項
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いわゆる「健康食品」による「健康被害」が後を絶たない。
一つには購買者の理解不足による過剰摂取であるが、一部には本来毒性と言ってよい成分が
含まれているための健康被害である。

そもそも食べて誰もが健康になる食品はない。
例えばカルシウムを例に挙げると、カルシウムが不足している人が日本人に多いので一般的には
健康に寄与するが、カルシウムを十分にとっている人にとってはカルシウムの追加摂取は過剰摂
取である。
特にやせることを効能としている健康食品が巷にあふれているが、健康な生物が何もせずに摂取
しただけで体重が減少すればそれは毒性である。

いわゆる「健康食品」と言われているものには「毒性」のあるものが多くある。

消費者保護の観点からはこの様な毒性による「健康被害」が多発している
のではないかと懸念している。
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(1)  いわゆる「健康食品」による「健康被害」



「機能性表示食品」制度の新設
（2015年4月）
企業が「効果がある証拠」があると考えて国に
届け出すれば食品への表示か許されるものである。

「効果がある証拠」は極めて怪しいものが含ま
れており、疑念が多々残る。

実際に特定保健用食品(トクホ）での審査が
通らなかった食品で、機能性表示食品として
販売しているものもある。
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(2)-1  機能性表示食品が新設されたことの功罪



【懸念点】
・効能があるかどうかの証拠も怪しいが、有害かどうかの証拠も怪しい。
・効能が有効ならそれはすぐに「有害」にもなることを意味する。
（例）血圧を下げる効能は、低血圧の人には有害であるが、それだけでなく効能には

個人差があり、高めの人でも効能が効きすぎて血圧が下がる人もいる。

効能をうたう以上、用量に合わせた安全性の
評価がなされている必要があるが、事実上、
機能性表示食品にはそれがない。
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(2)-2  機能性表示食品が新設されたことの功罪



企業からすると煩雑な書類作成と承認に時間がかかる「特定保健用食品」への
申請は激減し、「効果」と「安全性」が不安定な「機能性表示食品」へ企業が
目指す方向性は移行しつつある。

これは国が「効果」と「安全性」を一定程度保証する食品が
減って、健康危害の発生の有無は企業側の科学的知識
の有無と良心に委ねられていることを意味しており、大きな
消費者被害を生むのではないかと懸念している。

「特定保健用食品」では「効果」と「安全性」を見ている
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(2)-3  機能性表示食品が新設されたことの功罪



国民生活センターにきた「健康食品による健康被害」の詳細な紹介
実際の保健所等への連絡状況と食品事件として保健所が対応した事例や
保健所での対応が難しいケースなどの問題点の検討

委員会の調査審議テーマとして取り上げるべき課題

「特定保健用食品」から「機能性表示食品」へ食品業界が移行しつつ
あることの実態把握と問題点の検討
特に特定保健用食品で審査承認されていないが、機能性表示食品として流通
している食品の有無や現在の動向
みかんなどの一般の食品で機能性表示食品として表示しているケースでの優良
誤認の可能性の有無などについては、検討してみる価値があるのではないか。
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